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＜外来より情報提供＞

· 前野　義勝様　～「自分の状態には変わりないが、姉が肺炎で盛岡の日赤病院に入院した」と話さ

れている。

· 佐藤　朗子様　～寿楽荘で職場訓練する事になったと話されている。シンラックと点鼻薬処方とな
　　　　　　　　っている。

· 鹿原　博夫様　～そばを7人分打ったと話されている。主治医より、他のメンバーに指示を出した
　　　　　　　　りする事もあるのか問うと、「私が一番下なので、そんな事はないです」と話さ
　　　　　　　　れている。

· 平　康子様　　～腰の痛みあるとのこと。それ以外は特に変りないと話されている。

· 柳町　信之様　～表情の硬さは見られていない。便通について「毎日は出ないが定期的に出ており
　大丈夫だ」と話されている。

· 鈴木　恵美子様～青明舎でのボーリング大会に参加した事を話されている。ナパゲルン軟膏1本処
　方されているが、毎週処方されており使用の方法についてデイケアで確認するこ
　ととしている。

· 奥山　以依子様～シンラック1本処方されている。便秘について、シンラック服用しており便通は
　よいと話されている。

＜利用者様情報＞

· 中川原　義雄様～本日午前母様来所され、デイケア見学と利用規則と利用手続きについて説明して
いる。母様より本人のデイケアの利用目的として「生活リズムを安定させたい」

　　　事を挙げている。その理由として自宅では特に何をするでもなくゴロゴロとし

ている事が多い事話されている。本人様より通所目的について、「最終的には就労を考えている」と話されている。スタッフからは就労は大きな目的である事、まずは生活リズムを確立する所から目的にまで段階を踏んでいく事を説明している。通所日について、「毎日通所したいが隔週水曜日に市民病院精神科外来受診日の為、欠席となると思う」と話されている。

· 関　秀治様　　～井畑様との交際について面談行っている。交際で困っている事について「実は精
　　　　　　　　子が全く出ないんです。今すぐの話ではないのですが、井畑さんが子供が欲しい
　　　　　　　　と言っていたので悩んでます。」とのこと。主治医へ相談する事、相談の際は外
　　　　　　　　来看護師に外してもらう事もできること、を伝えるが「今すぐどうこうという問
　　　　　　　　題でないので、もう少し考えてみます。」とのこと。以前、薬の副作用として性
　　　　　　　　的障害が出現する可能性を説明していたため、この件で断薬しないように伝える
　　　　　　　　と「それは大丈夫です。」と答える。また本人様より、この件について他スタッ
　　　　　　　　フへ伝えないで欲しいとの希望があり、本人様へは他言しない事を約束している。
　　　　　　　　主治医へ情報提供し、今後も定期的に面談を続けていく事としている。
≪添付資料：青山荘定例会議≫

· 大久保　康弘様～1階から2階に部屋が移動となっている。移動後、特に訴えや変化はなく過ごされている。生活面では特に変化は見られない。2月4日、退所後の生活について面談予定としており、本人に現在の生活面での障害について考えておくよう伝えている。

· 田名部　一樹様～1月30日に、本人と今後の訓練について話し合っている。現在バスを利用し、金曜日のデイケア終了後に自宅へ帰り、月曜日朝に自宅からデイケア通所する練習を行っている。スタッフより、練習を増やしていくこと提案すると、本人より「水・木・金で練習する」との話あり。今後、金～月から水～月に練習の期間を延ばして実施していく。

また、本人より「職親を利用したい」との話聞かれる。スタッフよりバスでの帰宅・通所練習終了後に職親について検討していくこと伝えている。

· 中居　松男様　～1月28日、サークル活動にてスタッフとピアドゥに外出している。飲食店で、
　店員の質問が理解できない事見られ、注文の際にスタッフの援助要している。

· 田澤　勝敏様　～1月29日、踵の痛みの訴えあり。1月30日西村整形外科受診。レントゲン検査
　の結果、特に異常見られないとのこと。湿布薬処方され、湿布にて対応してい
　るが、痛みの訴えは続いている。今後も訴え続くようであれば、再度受診の方
　向で考えている。

· 関　秀治様　　～生活面では特に変わった点は見られない。軽口に対する反応良くなってきている。
　SSTの際に、人の気持ちはどうやったらわかるのか？沈黙になったときにどうす
　ればよいのか?など、対人面での質問が多く聞かれるようになっている。青山荘
　職員には、井畑様との件について直接的な相談は聞かれていない。

· 奥山　以依子様～スタッフ同行し、銀行に行っている。銀行手続きの方法には問題なく行うことで
　来ている。

· 巴　　勇樹様　～1月30日、ケア会議開催。1月31日で退所となっている。青明舎には登録して
　いる事から、今後デイケアで変化のあった際には青山荘及び青明舎にも情報提

　供してほしいとの事。

· 清水　泰雅様　～青山荘の日課への参加状況は徐々によくなってきているが、デイケアへの遅刻は
　依然として続いている。自宅への外泊の際には早起きし、朝食も摂っている事
　みられる。

· 平　　康子様　～他メンバーへの干渉多く、口論となる事しばしば見られるようになっている。前
　回の松平病院外来受診の際に、「私は青南病院の患者ではないから青南病院の
　グループホームには入居できない」と発言されたとのことで、松平病院より詳
　細の確認の電話あり。住所地が五戸町であること、他入居者との対人関係面の2
　点でグループホーム入居に困難さのあること伝えている。
　普段の生活では「寒いから」とスリッパを室内に隠して自室で寝ていることが

　見られたり、「最近肉を食べていない」と高カロリーな食品を摂取される事見ら

れている。

· 横山　耕生様　～1月31日当院退院され、青山荘入所されている。1月30日夜に不安緊張強く、
　1月31日朝、「飛び降りたくなった」との発言あったことを受け、夜間自室内の
　様子を数日間にわたって確認していたが、日中・夜間を通し、現在の所問題は

見られていない。本日38℃の発熱あり、スタッフ同行にて鹿内内科受診してい

る。母様より、金銭的に厳しい状況にある為、年金2級の受給金額範囲内での

生活をさせて欲しいとの希望聞かれている。

